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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 10,931 3.4 585 △14.3 622 △11.6 408 △12.7

2024年３月期中間期 10,567 5.4 683 85.7 704 78.7 468 83.5

（注）包括利益 2025年３月期中間期 367百万円（△34.0％） 2024年３月期中間期 556百万円（133.1％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 24.17 －

2024年３月期中間期 26.68 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期中間期 19,733 13,949 70.7

2024年３月期 20,820 13,852 66.5

（参考）自己資本 2025年３月期中間期 13,949百万円 2024年３月期 13,852百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 6.50 － 8.00 14.50

2025年３月期 － 8.00

2025年３月期（予想） － 8.00 16.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭

通期 23,500 6.4 1,350 6.1 1,370 6.5 930 △0.7 54.76

１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期中間期 17,327,932株 2024年３月期 17,588,132株

②  期末自己株式数 2025年３月期中間期 494,290株 2024年３月期 605,990株

③  期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 16,911,716株 2024年３月期中間期 17,554,220株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：有

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（注）詳細は、添付資料の７ページ「２．中間連結財務諸表及び主な注記（３）中間連結財務諸表に関する
注記事項（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

・業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料の３ページ「１．経

営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間（2024年４月１日～2024年９月30日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善するな

ど各種政策の効果もあって、緩やかな回復の動きが継続しました。景気の先行きについては、欧米における高金利

水準の継続や中国経済の先行き懸念等に伴う海外景気の下振れ、物価上昇、中東地域をめぐる情勢などにより、依

然として不透明な状況が続いております。

当社グループが属します情報サービス産業におきましては、地方公共団体の基幹業務システム標準化推進や、老

朽化が懸念される民間企業の基幹システム刷新、及び官民を問わず、生成ＡＩの活用をはじめとしたデジタルトラ

ンスフォーメーション（ＤＸ）推進の更なる加速が期待されております。また、組織を標的としたサイバー攻撃に

よる被害が増加し、自社の防衛策のみならず関係する外部組織も含めたセキュリティ対策の重要性が高まってお

り、今後も中長期的に市場規模の拡大が継続するものとみられます。

このような経営環境の下、当社グループの第一期中期経営計画の最終年度となる当連結会計年度におきまして

は、ソフトウエア開発をはじめとする大型案件の確実な遂行、「さいたまｉＤＣ」による情報処理サービスやイン

フラ・セキュリティビジネスの拡大、及びＳＤＧｓ推進による社会課題の解決に向けたＤＸソリューションの販売

強化等に注力してまいりました。

売上面では、その他情報サービス及びシステム機器販売においてスポット案件の減少があったものの、情報処理

サービス及びソフトウエア開発が堅調に推移したことから、当中間連結会計期間の売上高は10,931百万円（前年同

期比3.4％増）となりました。

利益面では、増収の効果はあったものの、人件費、機械費の増加などにより、営業利益は585百万円（前年同期

比14.3％減）、経常利益は622百万円（同11.6％減）、親会社株主に帰属する中間純利益は408百万円（同12.7％

減）となりました。

セグメント別の経営成績に関しては以下のとおりであります。

（情報処理サービス）

金融機関向け運用業務の受注増加などにより、売上高は5,978百万円（前年同期比1.9％増）となりましたが、

データセンターにかかる人件費、機械費、修繕費の増加などにより、セグメント利益は987百万円（同1.7％減）

となりました。

（ソフトウエア開発）

金融機関、及び自治体向けの大型案件増加などにより、売上高は2,937百万円（前年同期比16.1％増）、セグ

メント利益は377百万円（同16.5％増）となりました。

（その他情報サービス）

金融機関向けパッケージソフト販売が増加したものの、自治体向けネットワーク環境構築案件の減少などによ

り、売上高は1,443百万円（前年同期比1.6％減）、セグメント利益は202百万円（同24.3％減）となりました。

（システム機器販売）

自治体向け機器販売の減少などにより、売上高は571百万円（前年同期比18.5％減）、セグメント利益は10百

万円（同30.1％減）となりました。
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（２）当中間期の財政状態の概況

当中間連結会計期間末の資産合計は、受取手形、売掛金及び契約資産が前連結会計年度末比510百万円、現金

及び預金が341百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末比1,087百万円減少して19,733百万円となりま

した。

負債合計は、未払金等のその他流動負債が前連結会計年度末比476百万円、買掛金が300百万円減少したことな

どにより、前連結会計年度末比1,183百万円減少して5,784百万円となりました。

純資産合計は、剰余金の配当135百万円の一方、親会社株主に帰属する中間純利益408百万円の計上などによ

り、前連結会計年度末比96百万円増加して13,949百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ4.2ポイント増加して70.7％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年５月13日の決算短信で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,586,114 6,244,786

受取手形、売掛金及び契約資産 3,364,351 2,853,809

商品 601,973 636,221

仕掛品 66,509 204,917

原材料及び貯蔵品 16,886 24,153

その他 582,378 574,521

流動資産合計 11,218,212 10,538,410

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,790,396 1,767,034

土地 1,572,515 1,572,515

リース資産（純額） 1,251,924 1,174,185

その他（純額） 734,490 653,344

有形固定資産合計 5,349,326 5,167,080

無形固定資産 1,517,797 1,378,790

投資その他の資産

投資有価証券 2,102,971 2,043,670

その他 636,293 609,409

貸倒引当金 △4,002 △4,000

投資その他の資産合計 2,735,263 2,649,079

固定資産合計 9,602,386 9,194,950

資産合計 20,820,599 19,733,361

負債の部

流動負債

買掛金 938,761 637,829

リース債務 517,424 524,180

未払法人税等 438,175 200,971

製品保証引当金 42,639 43,910

その他 2,975,616 2,498,814

流動負債合計 4,912,615 3,905,706

固定負債

リース債務 1,533,235 1,366,483

退職給付に係る負債 123,779 100,952

長期未払金 261,921 252,912

その他 136,539 158,146

固定負債合計 2,055,475 1,878,493

負債合計 6,968,091 5,784,199

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,431,065 1,431,065

資本剰余金 506,065 506,065

利益剰余金 11,413,880 11,496,497

自己株式 △421,742 △366,219

株主資本合計 12,929,269 13,067,409

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 921,384 880,146

退職給付に係る調整累計額 1,854 1,604

その他の包括利益累計額合計 923,238 881,751

純資産合計 13,852,508 13,949,161

負債純資産合計 20,820,599 19,733,361
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

売上高 10,567,428 10,931,390

売上原価 7,970,695 8,275,274

売上総利益 2,596,733 2,656,115

販売費及び一般管理費 1,913,402 2,070,622

営業利益 683,331 585,492

営業外収益

受取利息 48 583

受取配当金 36,958 56,837

その他 13,251 7,597

営業外収益合計 50,259 65,018

営業外費用

支払利息 28,660 23,018

その他 65 4,689

営業外費用合計 28,725 27,707

経常利益 704,865 622,803

特別利益

固定資産売却益 － 2,741

特別利益合計 － 2,741

特別損失

固定資産除却損 2,968 4,809

特別損失合計 2,968 4,809

税金等調整前中間純利益 701,896 620,734

法人税、住民税及び事業税 233,724 166,076

法人税等調整額 △98 45,822

法人税等合計 233,625 211,899

中間純利益 468,271 408,835

（内訳）

親会社株主に帰属する中間純利益 468,271 408,835

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 88,317 △41,237

退職給付に係る調整額 △3 △249

その他の包括利益合計 88,313 △41,487

中間包括利益 556,584 367,348

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 556,584 367,348

非支配株主に係る中間包括利益 － －

（２）中間連結損益及び包括利益計算書
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

28号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱

いに従っております。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及

適用後の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前中間連結会

計期間の中間連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額

（注）１

中間連結損
益及び包括
利益計算書

計上額
（注）２

情報処理
サービス

ソフトウ
エア開発

その他情報
サービス

システム
機器販売

計

売上高

外部顧客への

売上高
5,868,310 2,530,024 1,467,527 701,565 10,567,428 10,567,428 － 10,567,428

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － － － － － － －

計 5,868,310 2,530,024 1,467,527 701,565 10,567,428 10,567,428 － 10,567,428

セグメント利益 1,004,803 324,192 267,571 15,574 1,612,142 1,612,142 △928,810 683,331

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ  前中間連結会計期間（自　2023年４月１日  至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）  1.セグメント利益の調整額△928,810千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△928,810千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

2.セグメント利益は、中間連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

- 7 -

ＡＧＳ株式会社(3648) 2025年３月期　第２四半期（中間期）決算短信



（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額

（注）１

中間連結損
益及び包括
利益計算書

計上額
（注）２

情報処理
サービス

ソフトウ
エア開発

その他情報
サービス

システム
機器販売

計

売上高

外部顧客への

売上高
5,978,564 2,937,400 1,443,519 571,906 10,931,390 10,931,390 － 10,931,390

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － － － － － － －

計 5,978,564 2,937,400 1,443,519 571,906 10,931,390 10,931,390 － 10,931,390

セグメント利益 987,680 377,623 202,545 10,893 1,578,742 1,578,742 △993,249 585,492

Ⅱ  当中間連結会計期間（自　2024年４月１日  至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）  1.セグメント利益の調整額△993,249千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△993,249千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

2.セグメント利益は、中間連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（重要な後発事象の注記）

（自己株式の取得及び消却）

当社は、2024年10月30日開催の取締役会において、会社法第459条第１項の規定による定款の定めに基づく自己

株式取得に係る事項を決議するとともに、会社法第178条の規定に基づく自己株式消却に係る事項を決議いたしま

した。

１．自己株式の取得及び消却を行う理由

株主還元の充実並びに資本効率の向上を図るため。

２．取得に係る事項の内容

(1）取得する株式の種類　　　　当社普通株式

(2）取得する株式の総数　　　　150,000株（上限）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合0.89％）

(3）株式の取得価額の総額　　　100,000,000円（上限）

(4）取得期間　　　　　　　　　2024年11月１日～2025年４月30日

(5）取得方法　　　　　　　　　東京証券取引所における取引一任契約に基づく市場買付

３．消却に係る事項の内容

(1）消却する株式の種類　　　　当社普通株式

(2）消却する株式の総数　　　　上記２により取得した株式の全て

(3）消却予定日　　　　　　　　買付が終了した月の次月

消却日は、上記２による自己株式の取得完了後、改めて決定する。
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